
　
私
た
ち
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
19

人
で
「
常
に
声
を
出
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
週
２
日
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
母
や
伯
母
の
影
響
で
バ
ス
ケ
を
始
め
ま
し

た
。
走
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
練
習
は
き
つ
い
で
す
が
、勝
利
に
つ
な
が
る
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。シ
ュ
ー

ト
１
本
で
試
合
が
決
ま
る
バ
ス
ケ
の
楽
し
さ
を
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
団
員
の
身
長
は
高
く
は
な
い
で
す
が
、
持
ち
味
で

あ
る「
早
さ
」と「
ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
」を
武
器
に
９
月

か
ら
始
ま
る
大
会
で
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　1835年、小松は喜入領主肝
きもつきかねよし
付兼善の三男（四男と

いう説も）として鹿児島城下で生まれ、後に吉
よしとし
利領

主小松家の養子となりました。1862年には薩摩藩
の家老に就き、藩の中心として活躍しました。
　坂本龍馬とも親しく、霧島栄

え
之
の お
尾温泉で妻と湯

治中の小松を、新婚旅行中の龍馬とお龍が見舞っ
たことや霧島から鹿児島に戻った龍馬らを鹿児島
城下の屋敷に約50日間滞在させた記録が残ってい
ます。
　現在、この屋敷跡には当時をしのばせる臥

が
竜
りゅう
梅
ばい
、

手
ちょう
水
ず
鉢
ばち
などが残っています。

＜解説＞
答えは、小松帯

たてわき
刀です。

坂本龍馬とお龍
りょう

の新婚旅行の
ときに滞在した記録が残って
いる右の写真は誰の屋敷跡で
しょうか？

学
芸
員
オ
ス
ス
メ
！

〜
幕
末
に
花
ひ
ら
い
た
幻
の
き
ら
め
き
〜

市
立
美
術
館
の
逸
品

？

のまち
知ってる わがまち
維新

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
小
学
生
を
紹
介
！

〜
チ
ー
ム
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
優
勝
を
目
指
す
〜

元
気
あ
ふ
れ
る
さ
つ
ま
っ
子

市立美術館
稲葉  学芸員

市立美術館エン
トランス天井の
デザインは切子
がモチーフです

　
涼
や
か
な
透
明
ガ
ラ
ス
に
鮮
や
か
な
色
ガ

ラ
ス
を
被き

せ
、カ
ッ
ト
を
施ほ
ど
こし
た
薩
摩
切
子
。

　
そ
の
歴
史
は
１
８
４
６
年
、
10
代
藩
主
・

島
津
斉な
り
お
き興
が
江
戸
の
ガ
ラ
ス
職
人
を
呼
び
、

○21
紅べ

に
い
ろ色

切き
り

子こ

蜘く

も蛛
の
巣す

文も
ん

皿ざ
ら

　
喜
入
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
市
立
美
術
館 
224
・
３
４
０
０
】

川
かわなべ
邊 葵

あお
衣
い
 さん

（喜入小６年）

薬
品
用
の
瓶
製
造
に
着
手
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
11
代
藩
主
・
斉な
り
あ
き
ら彬の
代
に
美
術
工
芸
の
域
ま

で
技
術
が
高
ま
り
、
色
ガ
ラ
ス
の
開
発
も
進
み
ま

し
た
。
本
作
の
深
い
紅
色
「
銅ど
う
あ
か赤
」
は
、
薩
摩
藩

が
日
本
で
初
め
て
発
色
に
成
功
し
、
当
時
大
変
な

評
判
に
な
り
ま
し
た
。
透
明
ガ
ラ
ス
と
色
ガ
ラ
ス

の
対
比
を
美
し
く
引
き
立
て
、
二
層
の
境
界
が
ゆ

ら
い
で
見
え
る
独
特
の
カ
ッ
ト
は
、
薩
摩
切
子
な

ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

　
本
作
は
蓮れ
ん
べ
ん弁

と
玉た

ま
ぶ
ち縁

状
の
口こ

う
え
ん縁

に
、
側
面
は
二

重
斜
格
子
の
な
か
に
魚な

な
子こ

文も
ん

、
底
面
は
蜘
蛛
の
巣

文
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
華

や
か
な
作
品
で
す
。

　
幕
末
の
わ
ず
か
20
年
ほ
ど

の
限
ら
れ
た
期
間
し
か
作
ら

れ
な
か
っ
た
薩
摩
切
子
は
、

今
な
お
人
々
を
ひ
き
つ
け
る

輝
き
に
満
ち
て
い
ま
す
。

【観光プロモーション課 216-1344】

だまされもはん！
消費者トラブル情報BOX
多重債務などの借金トラブル

■返済のための借金はしない
　クレジットカードや消費者
金融などを利用し、その返済
のために別の会社から借金す
ることを繰り返すと借金が膨
らみ、抜け出せなくなります。
■クレジット利用の注意点
　複数枚のクレジットカードを使用したり、分割
払いやキャッシングを多用したりすると、気付か
ないうちに返済額が多額になることがあります。
■ヤミ金融を利用しない
　ヤミ金融とは、国や都道府県に登録していない
違法な貸金業者です。「審査不要」、「必ず貸しま
す」などの甘い言葉に誘われ、悪質な業者からお
金を借りてしまうと、法外な金利の要求や過剰な
取り立ての被害に遭ってしまいます。
　多額の借金であっても解決方法はあります。１
日も早く、消費生活センターや弁護士、司法書士
などに相談することが大切です。
【市消費生活センター 252-1919（相談専用）】

原良四丁目　※個人宅
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